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委員会審査報告書  

 

本委員会に付託された事件の審査結果を報告します。 

 

記 

 

第 97 号議案 

 

 

宗像市自転車等駐車場（赤間駅）及び宗像市自動車駐車場（赤間駅）の指定管

理者の指定について 

 

宗像市自転車等駐車場（赤間駅）及び宗像市自動車駐車場（赤間駅）の指定管理者の指定をす

るに当たり、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるものである。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 施設の名称  宗像市赤間駅南口第１自転車等駐車場 外１０施設 

２ 団体の名称等 公益社団法人宗像市シルバー人材センター 

理事長 久芳 昭文 

宗像市赤間四丁目２番１号 

３ 指定の期間   令和４年４月１日から令和８年３月３１日まで 

４ 公募により応募があった１者について、宗像市公の施設に係る指定管理者選定委員会におい

て書類及びプレゼンテーションによる審査が行われ、公益社団法人宗像市シルバー人材センタ

ーを候補者として市に答申した。これを受け、市として検討した結果、宗像市シルバー人材セ

ンターは当該施設における指定管理業務の実績があり、来春卒業予定の中学３年生を対象に利

用案内を行うなど新規利用者獲得にも積極的に取り組んでいることから、選定委員会の答申を

尊重し、宗像市シルバー人材センターが指定管理者として適当であると判断した。 

   

【意  見】 

（賛成意見） 

・施設利用者に対する対応、接遇は非常に大事なことであるので、研修等をしっかり行い、市民

サービスの向上につなげてほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 
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第 98 号議案 宗像市下水道条例の一部を改正する条例について 

将来にわたり釣川及び筑前海水域の水質保全を行うため、条例の一部を改正するものである。 

 

【審査内容】 

 明らかになった主な事項は次のとおり。 

現在、国また地方自治体において脱炭素社会への実現を目指した取組が進んでおり、その一環

としてバイオマス発電等の再生可能エネルギーの拡大が予測されている。下水道事業においては、

バイオマス発電等で発生した消化液の受入れによる脱炭素社会への貢献が期待されており、消化

液に含まれる可能性がある窒素・リン等について、下水道に流入する場合の水質基準に新たに３

項目追加するものである。なお、周知期間を設けるため、施行日は令和４年６月１日とする。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 99 号議案 宗像市東部観光拠点施設の指定管理者の指定について 

宗像市東部観光拠点施設の指定管理者の指定をするに当たり、地方自治法の規定により、議会

の議決を求めるものである。 

 

【審査内容】 

 明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 施設の名称  宗像市東部観光拠点施設 

２ 団体の名称等 赤間地区コミュニティ運営協議会 

         会長 宮本 秀臣 

         宗像市赤間二丁目３番１号 

３ 指定の期間  令和４年４月１日から令和８年３月３１日まで 

４ 東部観光拠点施設（赤馬館）は、地域の活性化が期待される施設であって、その地域に根差

した団体に管理運営を委ねることにより、事業効果が相当程度期待できる施設として、指定管

理者の選定を非公募としている。現指定管理者である赤間地区コミュニティ運営協議会は、赤

馬館の入館者数やテレビ・ラジオによる情報発信、物品販売等において実績があり、赤間宿を

中心としたイベントの企画・実施など地域活性化にも大きく寄与していることから、市は、引

き続き同協議会が指定管理者として適当であると判断した。なお、指定管理料は、前期と同じ

く年間１,４５０万円を予定している。 

５ 赤馬館の開館以降、赤間宿周辺には１０件の新規出店があっている。また、昨年には赤馬館

の支援により赤間宿商店組合が設立されており、今後も赤馬館が中心となり地域活性化に取り

組んでいく。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 
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第 100 号議案 宗像市大島観光休憩所条例を廃止する条例について 

宗像市大島観光休憩所を廃止することに伴い、条例を廃止するものである。 

 

【審査内容】 

 明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 大島のかんす海水浴場前にある観光休憩所は、近年の異常な猛暑等による利用者の減少や施

設の雨漏り、また、周辺に出店した飲食店への誘導を推進していくことなどから、廃止する。

なお、休憩所機能部分は解体するが、同施設内にあるシャワー設備については、オルレ客等の

利用もあることから当面の間継続して活用する。 

２ 休憩所機能部分の跡地活用については、民間事業者が関心を持っており、島のにぎわいづく

りにつながるような提案があれば支援等を含め検討していく。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 


